











Content Analysis of Syllabi in Career Education Subjects: Text-Mining Approach
Hirokazu Miyata
Abstract: This study explores the currently available career education subjects based on text-
mining a career education syllabi, which covers class goals, class content, and grade evaluation 
methods, considering the mandated objectives indicated when the syllabi were created. The 
main result shows that “class content” was more conscious of employment support compared 
with “class goals.” Class content was coded in the analyses, and although the class contents 
were diverse, employment support was the second most frequently mentioned item after skills 
development. Class content was found to be more conscious of employment support when 
the relationships between each code were analyzed. These results disprove those of previous 
studies. Students’ employment support focused on an inside-out approach centered on the 
students’ own goal-setting and skills development. Finally, the percentages of social recognition 
subjects were high for both prestigious and national universities.































































































































































































































































































大学生活の充実 1.000 0.333 0.224 0.191 0.250 0.237 0.143 0.048
キャリアへの理解 1.000 0.247 0.152 0.400 0.280 0.234 0.118
目標・ｷｬﾘｱﾌﾟﾗﾝの設定 1.000 0.175 0.297 0.264 0.138 0.152
自己理解・自己分析 1.000 0.174 0.159 0.179 0.070
職業理解 1.000 0.265 0.210 0.233
能力育成 1.000 0.324 0.169
就職支援 1.000 0.122










































































大学生活 キャリア 目標設定 自己理解 職業理解 能力育成 就職支援 社会認識 科目数
広島県 17.5(7） 42.5(17） 35.0(14） 22.5(9） 30.0(12） 50.0(20） 35.0(14） 30.0(12） 40
青森県 38.9(7） 44.4(8） 50.0(9） 33.3(6） 55.6(10） 38.9(7） 55.6(10） 22.2(4） 18
千葉県 16.7(16） 26.0(25） 18.8(18） 11.5(11） 34.4(33） 43.8(42） 43.8(42） 19.8(19） 96
合計 19.5(30） 32.5(50） 26.6(41） 16.9(26） 35.7(55） 44.8(69） 42.9(66） 22.7(35） 154
ｶｲ2乗値 4.907 4.822 9.518** 6.384* 3.730 0.734 2.225 1.678
割合％および度数（　）　**<.01　*<.05
大学生活 キャリア 目標設定 自己理解 職業理解 能力育成 就職支援 社会認識 科目数
１年次 42.9(18） 38.1(16） 40.5(17） 23.8(10） 50.0(21） 54.8(23） 28.6(12） 31.0(13） 42
２年次 14.0(6） 32.6(14） 32.6(14） 20.9(9） 39.5(17） 44.2(19） 37.2(16） 23.3(10） 43
３年次 3.2(1) 32.3(10） 16.1(5） 9.7(3） 22.6(7） 38.7(12） 67.7(21） 22.6(7） 31
４年次 0.0(0） 0.0(0） 0.0(0） 0.0（0） 50.0(1) 100.0(2） 50.0(1) 0.0(0） 2
全学年次 6.3(1) 25.0(4） 12.5(2) 0.0(0） 31.3(5） 37.5(6） 12.5(2） 31.3(5） 16
その他 20.0(3） 26.7(4） 13.3(2） 20.0(3） 13.3(2） 40.0(6） 80.0(12） 0.00(0） 15
合計 19.5(29） 32.2(48） 26.8(40） 16.8(25） 35.6(53） 45.6(68） 43.0(64） 23.5(35） 149
ｶｲ2乗値 22.979** 2.211 10.306 6.878 9.942 5.047 26.396** 7.072
割合％および度数（　）　**<.01　*<.05
大学生活 キャリア 目標設定 自己理解 職業理解 能力育成 就職支援 社会認識 科目数
低偏差値 21.8(22） 32.7(33） 28.7(29） 17.8(18） 36.6(37） 46.5(47） 48.5(49） 14.9(15） 101
中偏差値 16.1(5） 38.7(12） 22.6(7） 19.4(6） 25.8(8） 35.5(11） 35.5(11） 35.5(11） 31
高偏差値 13.6(3） 22.7(5） 22.7(5） 9.1(2） 45.5(10） 50.0(11） 27.3(6） 40.9(9） 22
合計 19.5(30） 32.5(50） 26.6(41） 16.9(26） 35.7(55） 44.8(69） 42.9(66） 22.7(35） 154
ｶｲ2乗値 1.042 1.505 0.656 1.150 2.272 1.451 4.190 10.581**
割合％および度数（　）　**<.01　*<.05
大学生活 キャリア 目標設定 自己理解 職業理解 能力育成 就職支援 社会認識 科目数
国立 15.4(2） 30.8(4) 15.4(2） 7.7(1） 38.5(5） 15.4(2） 0.0(0） 46.2(6） 13
公立 10.0(1） 40.0(4） 0.0(0） 20.0(2） 20.0(2） 20.0(2） 30.0(3） 40.0(4） 10
私立 20.6(27） 32.1(42） 29.8(39） 17.6(23） 36.6(48） 49.6(65） 48.1(63） 19.1(25） 131
合計 19.5(30） 32.5(50） 26.6(41） 16.9(26） 35.7(55） 44.8(69） 42.9(66） 22.7(35） 154



























































































































名詞 , 固有名詞，組織名，人名，地名，名詞 B，名
詞 C を選択した。
３）それぞれの内容は次の通りである。
　・ 大学生活の充実（大学生活の目標設定等）
　・ キャリアへの理解（ライフキャリアに関する話題
の提供，キャリア理論の説明や紹介等）
　・ 目標・キャリアプランの作成（キャリアプランの
作成や目標設定等）
　・ 自己理解・自己分析（自分の強みの発見，職業適
性診断等）
　・ 職業理解（職業・仕事に関する知識の提供や職業
意識の醸成）
　・ 能力育成（社会で必要とされる能力の育成）
　・ 就職支援（筆記試験対策や面接対策等）
　・ 社会認識（社会や働く環境への理解）
４）表４では紙幅の都合上，列の変数名を一部省略し
た。正しくは次の通りである。
　・ 大学生活＝大学生活の充実
　・ キャリア＝キャリアへの理解
　・ 目標設定＝目標・キャリアプランの設定
　・ 自己理解＝自己理解・自己分析
５）表５においても注４同様である。
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